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原子炉本体 

1. 炉型式，定格熱出力，過剰反応度及び反応度係数（減速材温度係数，燃料棒温度係数，減

速材ボイド係数及び出力反応度係数）並びに減速材 

2. 炉心 

(1) 炉心形状，格子形状，燃料集合体数，炉心有効高さ及び炉心等価直径 

(2) 燃料体最高燃焼度（初装荷及び取替えの別並びに燃料材，燃料要素及び燃料集合体の

別に記載すること。）及び核燃料物質の最大装荷量 

(3) 燃料材の最高温度 

(4) 熱的制限値（最小限界出力比及び最大線出力密度） 

3.  燃料体 

4.  チャンネルボックス 

6.  炉心支持構造物 

(1) 炉心シュラウド及びシュラウドサポート 

・炉心シュラウド 

・シュラウドサポート 

(2) 上部格子板 

(3) 炉心支持板 

(4) 燃料支持金具 

・中央燃料支持金具 

・周辺燃料支持金具 

(5) 制御棒案内管 

7. 原子炉圧力容器 

(1) 原子炉圧力容器本体及び監視試験片 

・原子炉圧力容器 

(2) 原子炉圧力容器支持構造物 

イ 支持構造物 

・原子炉圧力容器支持スカート 

ロ 基礎ボルト 

・原子炉圧力容器基礎ボルト 

(3) 原子炉圧力容器付属構造物 

イ 原子炉圧力容器スタビライザ 

ロ 原子炉格納容器スタビライザ 

ハ 中性子束計測ハウジング 

・原子炉中性子計装ハウジング 

ニ 制御棒駆動機構ハウジング 

ホ 制御棒駆動機構ハウジング支持金具 



 

ト ジェットポンプ計測管貫通部シール 

・ジェットポンプ計測配管貫通部シール 

チ 差圧検出・ほう酸水注入配管 

・差圧検出･ほう酸水注入系配管（ティーよりN11ノズルまでの外管） 

(4) 原子炉圧力容器内部構造物 

イ 蒸気乾燥器の蒸気乾燥器ユニット及び蒸気乾燥器ハウジング 

・蒸気乾燥器ユニット 

・蒸気乾燥器ハウジング 

ロ 気水分離器及びスタンドパイプ 

・気水分離器 

・スタンドパイプ 

ハ シュラウドヘッド 

ニ ジェットポンプ 

ホ スパージャ及び内部配管 

・給水スパージャ 

・高圧炉心スプレイスパージャ 

・低圧炉心スプレイスパージャ 

・低圧注水系配管（原子炉圧力容器内部） 

・高圧炉心スプレイ系配管（原子炉圧力容器内部） 

・低圧炉心スプレイ系配管（原子炉圧力容器内部） 

・差圧検出･ほう酸水注入系配管（原子炉圧力容器内部） 

ヘ 中性子束計測案内管 
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原子炉本体 

沸騰水型発電用原子炉施設に係るものにあっては，次の事項 

1. 炉型式，定格熱出力，過剰反応度及び反応度係数（減速材温度係数，燃料棒温度係数，減速

材ボイド係数及び出力反応度係数）並びに減速材の名称，種類及び組成 

 変 更 前 変 更 後 

炉 型 式 － 
濃縮ウラン，軽水減速，

軽水冷却型（沸騰水型） 
変更なし 

定 格 熱 出 力 MW 2436 変更なし 

過 剰 反 応 度 Δk 0.14以下 変更なし 

反

応

度

係

数 

減 速 材 温 度 係 数 (Δk/k)/℃ 

-0.14×10-3～ 

-0.26×10-3 

（高温，ボイドなし） 

-0.14×10-3～ 

-0.25×10-3 

（高温，ボイドなし） 

燃 料 棒 温 度 係 数 ＊ 1 (Δk/k)/℃ 

-1.95×10-5～ 

-2.25×10-5 

（運転状態－ 

原子炉定格熱出力時） 

-2.09×10-5～ 

-2.25×10-5 

（運転状態－ 

原子炉定格熱出力時） 

減速材ボイド係数＊ 2 
(Δk/k)/ 

%ボイド 

-0.86×10-3～ 

-1.05×10-3 

（運転状態－ 

原子炉定格熱出力時） 

変更なし 

出 力 反 応 度 係 数 ＊ 3 
(Δk/k)/ 

(Δp/p) 

-0.040以下 

（運転状態－ 

原子炉定格熱出力時） 

変更なし 

減

速

材 

名 称 軽水減速材 

変更なし 種 類 － 軽水 

組 成 － 導電率 100μS/m以下 

注記＊1：記載の適正化を行う。既工事計画書には「燃料温度係数（ドップラ係数）」と記載 

  ＊2：記載の適正化を行う。既工事計画書には「ボイド係数」と記載 

  ＊3：記載の適正化を行う。既工事計画書には「出力係数」と記載 
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2. 炉心に係る次の事項 

(1) 炉心形状，格子形状，燃料集合体数，炉心有効高さ及び炉心等価直径 

 変 更 前 変更後 

炉 心 形 状 ― 

円柱状             ＊1 

（８×８型及び９×９型燃料

集合体形状，チャンネルボッ

クス付き） 

円柱状            ＊1 

（９×９型燃料集合体形状，

チャンネルボックス付き） 

格 子 形 状 ― Ｓ格子 変更なし 

燃 料 集 合 体 数 ― 560 変更なし 

炉 心 有 効 高 さ mm 3708 ＊2 変更なし 

炉 心 等 価 直 径 mm 4069 ＊2 変更なし 

注記＊1：記載の適正化を行う。なお，既工事計画書には「円柱状（８×８型及び９×９型燃料

集合体形状，チャンネルボックス（断面外寸法 138.56 mm× 138.56 mm，板厚 3.05 mm，

ジルカロイ－４又はジルカロイ－２製）付き）」を記載 

＊2：公称値を示す。 
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(2) 燃料体最高燃焼度（初装荷及び取替えの別並びに燃料材，燃料要素及び燃料集合体の別に

記載すること。）及び核燃料物質の最大装荷量 

 変 更 前 変更後 

燃 料 集 合 体 

最 高 燃 焼 度 
MWd/t 

取替燃料タイプ１ 

（高燃焼度８×８燃料） 
50000 廃止 

取替燃料タイプ２ 

（９×９燃料（Ａ型）） 
55000 

変更 

なし 

取替燃料タイプ３ 

（９×９燃料（Ｂ型）） 
55000 

変更 

なし 

核燃料物質の最大装荷量＊1 t＊2 

高燃焼度８×８燃料炉心 約 96＊3 廃止 

９×９燃料（Ａ型）炉心 約 97＊3 
変更 

なし 

９×９燃料（Ｂ型）炉心 約 96＊3 
変更 

なし 

注記＊1：記載の適正化を行う。既工事計画書には「燃料の最大装荷量」と記載 

＊2：記載の適正化を行う。既工事計画書には「MTU」と記載 

＊3：ウラン装荷量を示す。 
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(3) 燃料材の最高温度 

 変 更 前 変更後 

燃 料 材 の 

最 高 温 度 
℃ 

高燃焼度８×８燃料集合体 
約 1740＊ 

(原子炉定格熱出力時) 
廃止 

９×９燃料（Ａ型）燃料集合体 
約 1650＊ 

(原子炉定格熱出力時) 

変更 

なし 

９×９燃料（Ｂ型）燃料集合体 
約 1640＊ 

(原子炉定格熱出力時) 

変更 

なし 

注記＊：ガドリニア混合二酸化ウラン燃料棒の場合 
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(4) 熱的制限値（最小限界出力比及び最大線出力密度） 

 変 更 前 変更後 

熱

的

制

限

値 

最 小 限 界 出 力 比 ― 

高燃焼度８×８燃料 1.25 廃止 

９×９燃料（Ａ型） 1.25 
変更 

なし 

９×９燃料（Ｂ型） 1.25 
変更 

なし 

最 大 線 出 力 密 度 kW/m 44.0 
変更 

なし 
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3. 燃料体の名称，種類，主要寸法及び材料（初装荷及び取替えの別に記載すること。） 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 
取替燃料タイプ１ 

（高燃焼度８×８燃料） 

取替燃料タイプ２ 

（９×９燃料（Ａ型）） 

取替燃料タイプ３ 

（９×９燃料（Ｂ型）） 

廃止 
変更 

なし 

変更 

なし 

種 類＊1 ― 

二酸化ウラン焼結ペレット及び

ガドリニア混合二酸化ウラン焼

結ペレット 

ジルカロイ－２（ジルコニウム

内張）管被覆 

二酸化ウラン焼結ペレット及び

ガドリニア混合二酸化ウラン焼

結ペレット 

ジルカロイ－２（ジルコニウム

内張）管被覆 

二酸化ウラン焼結ペレット及び

ガドリニア混合二酸化ウラン焼

結ペレット 

ジルカロイ－２（ジルコニウム

内張）管被覆 

主

要

寸

法 

燃料集合体全長 mm 4468 ＊2，＊3 4468 ＊2，＊4 4468 ＊2，＊5 

燃料棒ピッチ mm 16.15 ＊2，＊3 14.28 ＊2，＊4 14.30 ＊2，＊5 

燃料ペレット直径 mm 10.35 ＊2，＊3 9.56 ＊2，＊4 9.40 ＊2，＊5 

被覆管肉厚 mm 

0.86 ＊2，＊6 

(うちジルコニウム内張

0.09 ＊2，＊3) 

0.71 ＊2，＊6 

( うちジ ルコニ ウム内 張

0.09 ＊2，＊4) 

0.70 ＊2，＊6 

( う ちジル コニ ウム内 張 

0.09 ＊2，＊5) 

被覆管外径 mm 12.27 ＊2，＊3 11.18 ＊2，＊4 11.00 ＊2，＊5 

燃料棒有効長さ mm 3708 ＊2，＊6 
3708（標準燃料棒） ＊2，＊6 

2163（部分長燃料棒） ＊2，＊6 
3708 ＊2，＊6 

材

料 

燃料集合体平均濃縮度 wt% 約 3.4 約 3.7 約 3.7 

ペレット材料 ― 

二酸化ウラン 

（一部ガドリニア入りを含

む） 

二酸化ウラン 

（一部ガドリニア入りを含

む） 

二酸化ウラン 

（一部ガドリニア入りを含

む） 

被覆管材料 ― 
ジルカロイ－２ 

（ジルコニウム内張） 

ジルカロイ－２ 

（ジルコニウム内張） 

ジルカロイ－２ 

（ジルコニウム内張） 
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注記＊1：記載の適正化を行う。既工事計画書には「燃料の種類」と記載 

＊2：公称値を示す。 

＊3：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，平成 10年 2月 4日付け平成 10・01・16資第 25号にて認可された

燃料体設計認可申請書による。 

＊4：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，平成 21年１月７日付け平成 20・12・12原第９号にて認可された 

燃料体設計認可申請書による。 

＊5：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，平成 21年３月 27日付け平成 21・02・12原第 29号にて認可された

燃料体設計認可申請書による。 

＊6：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，平成 16年 11月９日付け平成 16・08・05原第 32号にて認可された

工事計画の添付書類Ⅳ-1「熱出力計算書」による。 
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4. チャンネルボックスの主要寸法及び材料 

 変 更 前 変更後 

主
要
寸
法 

断 面 内 寸 法＊1 mm 132.46 ＊2× 132.46 ＊2 

変更 

なし 板 厚＊1 mm 3.05 ＊2 

材 料＊1 ― ジルカロイ－４又はジルカロイ－２ 

注記＊1：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 

＊2：公称値を示す。 
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6. 炉心支持構造物に係る次の事項 

(1) 炉心シュラウド及びシュラウドサポートの名称，種類，最高使用圧力，最高使用温度，主

要寸法，材料及び個数 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 炉心シュラウド 炉心シュラウド＊1 

種 類 ― 円筒形 変 更 な し 

最 高 使 用 圧 力 

上 部 胴 MPa 0.07 ＊2（差圧） 

変 更 な し 

0.07 ＊3，＊4（差圧） 

0.23 ＊3，＊5（差圧） 

中 間 胴 MPa 0.07 ＊2（差圧） 

変 更 な し 

0.07 ＊3，＊4（差圧） 

0.22 ＊3，＊5（差圧） 

下 部 胴 MPa 0.24 ＊2（差圧） 

変 更 な し 

0.24 ＊3，＊4（差圧） 

0.40 ＊3，＊5（差圧） 

最 高 使 用 温 度 ℃ 302＊2 

変 更 な し 

306 ＊3，＊4 

289 ＊3，＊5 

主

要

寸

法 

胴 高 さ mm 6793 ＊6 

変 更 な し 

上 部 胴 
内 径 mm 4737 ＊6 

厚 さ mm 38.0 ＊7( 38.0 ＊6) 

中 間 胴 

高 さ mm 
4349.2 ＊6（中間部リン

グを含む。） 

内 径 mm 4432 ＊6 

厚 さ mm 38.0 ＊7( 38.0 ＊6) 

下 部 胴 

高 さ mm 
1424 ＊6（下部リングを

含む。） 

内 径 mm 4267 ＊6 

厚 さ mm 38.0 ＊7( 38.0 ＊6) 

上 部 リ ン グ 
幅 mm 102 ＊6 

厚 さ mm 152.4 ＊7( 152.4 ＊6) 

中間部リング 
幅 mm 190.5 ＊6 

厚 さ mm 71.4 ＊7( 71.4 ＊6) 

下 部 リ ン グ 
幅 mm 219 ＊6 

厚 さ mm 107.7 ＊7( 107.7 ＊6) 

材

料 

胴 ― SUS316L 

リ ン グ ― SUS316L 

個 数 ― 1 



 

1-1-10 

 

S2
 
補
 Ⅱ

 R
0 

 

注記＊1：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（残留熱除去系）及び非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（高圧炉心スプレイ系，低圧炉心スプレイ系，高圧原子炉代替

注水系，原子炉隔離時冷却系，低圧原子炉代替注水系，残留熱除去系，ほう酸水注入

系），計測制御系統施設のうちほう酸水注入設備（ほう酸水注入系）並びに原子炉格

納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（残留熱代替

除去系，高圧原子炉代替注水系，低圧原子炉代替注水系，ほう酸水注入系）と兼用 

＊2：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，平成 16年 7月 1

日付け電原運第 24号にて届出した工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-1「炉心シュラウドの

応力計算書」による。 

＊3：重大事故等時における使用時の値 

＊4：運転状態Ⅲにおける値 

＊5：運転状態Ⅳにおける値 

＊6：公称値を示す。 

＊7：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は設計図書による。
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 変 更 前 変 更 後 

名 称 シュラウドサポート シュラウドサポート＊1 

種 類 ― 円筒形 変 更 な し 

最  高  使  用  圧  力＊2 MPa 0.24（差圧） 

変 更 な し 

0.24 ＊3，＊4（差圧） 

0.40 ＊3，＊5（差圧） 

最  高  使  用  温  度＊2 ℃ 302 

変 更 な し 

306 ＊3，＊4 

289 ＊3，＊5 

主

要

寸

法 

シ リ ン ダ 外 径＊2，＊6 mm 4374.5 ＊7 

変 更 な し 

高 さ mm 2206.9 ＊7，＊8，＊9 

シ リ ン ダ 厚 さ＊2 mm 60.0 ( 60.0 ＊7) 

シュラウドサポートレグ厚さ＊2 mm 130.0 ( 130.0 ＊7) 

シュラウドサポートプレート厚さ＊2 mm 60.0 ( 60.0 ＊7) 

材

料 

シ リ ン ダ ― NCF600-P 

シ ュ ラ ウ ド サ ポ ー ト レ グ＊10 ― NCF600-P 

シュラウドサポートプレート＊11 ― NCF600-P 

個 数 ― 1 

注記＊1 ：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（残留熱除去系）及び非常用炉心冷却設

備その他原子炉注水設備（高圧炉心スプレイ系，低圧炉心スプレイ系，高圧原子炉

代替注水系，原子炉隔離時冷却系，低圧原子炉代替注水系，残留熱除去系，ほう酸

水注入系），計測制御系統施設のうちほう酸水注入設備（ほう酸水注入系）並びに原

子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（残

留熱代替除去系，高圧原子炉代替注水系，低圧原子炉代替注水系，ほう酸水注入

系）と兼用 

＊2 ：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月

25日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-2-2-3(2)b「シュ

ラウドサポートの応力計算書」による。 

＊3 ：重大事故等時における使用時の値 

＊4 ：運転状態Ⅲにおける値 

＊5 ：運転状態Ⅳにおける値 

＊6 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「シリンダ内径 4254.5」と記載 

＊7 ：公称値を示す。 

＊8 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「 3230.5（原子炉圧力容器零レベルよ

り）」と記載 

＊9 ：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 

＊10：記載の適正化を行う。既工事計画書には「レグ」と記載 
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＊11：記載の適正化を行う。既工事計画書には「プレート」と記載 
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(2) 上部格子板の名称，種類，最高使用圧力，最高使用温度，主要寸法，材料及び個数 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 上部格子板 上部格子板＊1 

種 類 ― 格子形 変 更 な し 

最 高 使 用 圧 力 MPa 0.002 ＊2（差圧） 

変 更 な し 

0.002 ＊3，＊4（差圧） 

0.02 ＊3，＊5（差圧） 

最 高 使 用 温 度 ℃ 302＊2 

変 更 な し 

306 ＊3，＊4 

289 ＊3，＊5 

主

要

寸

法 

外 径 mm 4496 ＊6 

変 更 な し 

高 さ mm 384 ＊6 

リ ム 胴 板 厚 さ＊7 mm 38.0 ( 38.0 ＊6) 

グリッドプレート厚さ＊8 mm 13.48 ( 13.48 ＊6) 

材

料 

リ ム 胴 板＊9 ― SUS316L 

グ リ ッ ド プ レ ー ト ― SUS316L 

個 数 ― 1 

注記＊1：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（残留熱除去系）及び非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（高圧炉心スプレイ系，低圧炉心スプレイ系，高圧原子炉代替

注水系，原子炉隔離時冷却系，低圧原子炉代替注水系，残留熱除去系，ほう酸水注入

系），計測制御系統施設のうちほう酸水注入設備（ほう酸水注入系）並びに原子炉格

納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（残留熱代替

除去系，高圧原子炉代替注水系，低圧原子炉代替注水系，ほう酸水注入系）と兼用 

＊2：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，平成 16年 7月 1

日付け電原運第 24号にて届出した工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-1「炉心シュラウドの

応力計算書」による。 

＊3：重大事故等時における使用時の値 

＊4：運転状態Ⅲにおける値 

＊5：運転状態Ⅳにおける値 

＊6：公称値を示す。 

＊7：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 

＊8：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月 25

日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-2-2-3(2)c「上部格

子板の応力計算書」による。 

＊9：記載の適正化を行う。既工事計画書には「リム胴」と記載。 
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(3) 炉心支持板の名称，種類，最高使用圧力，最高使用温度，主要寸法，材料及び個数 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 炉心支持板 炉心支持板＊1 

種 類 ― 円板形 変 更 な し 

最 高 使 用 圧 力 MPa 0.18 ＊2（差圧） 

変 更 な し 

0.18 ＊3，＊4（差圧） 

0.20 ＊3，＊5（差圧） 

最 高 使 用 温 度 ℃ 302＊2 

変 更 な し 

306 ＊3，＊4 

289 ＊3，＊5 

主

要

寸

法 

外 径 mm 4369 ＊6 

変 更 な し 

高 さ mm 406.4 ＊6 

リ ム 胴 板 厚 さ＊7 mm 25.4 ( 25.4 ＊6) 

支 持 板 厚 さ＊8 mm 50.8 ( 50.8 ＊6) 

材

料 

リ ム 胴 板 ＊ 9 ― SUS316L 

支 持 板 ― SUS316L 

個 数 ― 1 

注記＊1：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（残留熱除去系）及び非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（高圧炉心スプレイ系，低圧炉心スプレイ系，高圧原子炉代替

注水系，原子炉隔離時冷却系，低圧原子炉代替注水系，残留熱除去系，ほう酸水注入

系），計測制御系統施設のうちほう酸水注入設備（ほう酸水注入系）並びに原子炉格

納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（残留熱代替

除去系，高圧原子炉代替注水系，低圧原子炉代替注水系，ほう酸水注入系）と兼用 

＊2：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，平成 16年 7月 1

日付け電原運第 24号にて届出した工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-1「炉心シュラウドの

応力計算書」による。 

＊3：重大事故等時における使用時の値 

＊4：運転状態Ⅲにおける値 

＊5：運転状態Ⅳにおける値 

＊6：公称値を示す。 

＊7：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 

＊8：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月 25

日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-2-2-3(2)d「炉心支

持板の応力計算書」による。 

＊9：記載の適正化を行う。既工事計画書には「リム胴」と記載。 
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(4) 燃料支持金具の名称，種類，最高使用圧力，最高使用温度，主要寸法，材料及び個数 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 中央燃料支持金具 中央燃料支持金具＊1 

種 類 ― 四体支持形 変 更 な し 

最 高 使 用 圧 力＊2 MPa 0.18（差圧） 

変 更 な し 

0.18 ＊3，＊4（差圧） 

0.20 ＊3，＊5（差圧） 

最 高 使 用 温 度＊2 ℃ 302 

変 更 な し 

306 ＊3，＊4 

289 ＊3，＊5 

主
要
寸
法 

外 径 mm 265 ＊6 

変 更 な し 

高 さ mm 260 ＊6 

厚 さ＊2 mm 6.4 ( 6.4 ＊6) 

材 料 ― SCS19A 

個 数 ― 137 

注記＊1：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（残留熱除去系）及び非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（高圧炉心スプレイ系，低圧炉心スプレイ系，高圧原子炉代替

注水系，原子炉隔離時冷却系，低圧原子炉代替注水系，残留熱除去系，ほう酸水注入

系），計測制御系統施設のうちほう酸水注入設備（ほう酸水注入系）並びに原子炉格

納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（残留熱代替

除去系，高圧原子炉代替注水系，低圧原子炉代替注水系，ほう酸水注入系）と兼用 

＊2：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 

＊3：重大事故等時における使用時の値 

＊4：運転状態Ⅲにおける値 

＊5：運転状態Ⅳにおける値 

＊6：公称値を示す。 
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 変 更 前 変 更 後 

名 称 周辺燃料支持金具 周辺燃料支持金具＊1 

種 類 ― 一体支持形 変 更 な し 

最 高 使 用 圧 力＊2 MPa 0.18（差圧） 

変 更 な し 

0.18 ＊3，＊4（差圧） 

0.20 ＊3，＊5（差圧） 

最 高 使 用 温 度＊2 ℃ 302 

変 更 な し 

306 ＊3，＊4 

289 ＊3，＊5 

主
要
寸
法 

外 径 mm 114 ＊6 

変 更 な し 

高 さ mm 188 ＊6 

厚 さ＊2 mm 9.45 ( 9.45 ＊6) 

材 料 ― SUS316LTP 

個 数 ― 12 

注記＊1：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（残留熱除去系）及び非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（高圧炉心スプレイ系，低圧炉心スプレイ系，高圧原子炉代替

注水系，原子炉隔離時冷却系，低圧原子炉代替注水系，残留熱除去系，ほう酸水注入

系），計測制御系統施設のうちほう酸水注入設備（ほう酸水注入系）並びに原子炉格

納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（残留熱代替

除去系，高圧原子炉代替注水系，低圧原子炉代替注水系，ほう酸水注入系）と兼用 

＊2：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 

＊3：重大事故等時における使用時の値 

＊4：運転状態Ⅲにおける値 

＊5：運転状態Ⅳにおける値 

＊6：公称値を示す。 
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(5) 制御棒案内管の名称，種類，最高使用圧力，最高使用温度，主要寸法，材料及び個数 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 制御棒案内管 制御棒案内管＊1 

種 類 ― 円筒形 変 更 な し 

最 高 使 用 圧 力 MPa 0.18 ＊2（差圧） 

変 更 な し 

0.18 ＊3，＊4（差圧） 

0.20 ＊3，＊5（差圧） 

最 高 使 用 温 度 ℃ 302＊2 

変 更 な し 

306 ＊3，＊4 

289 ＊3，＊5 

主
要
寸
法 

外 径 mm 273 ＊6 

変 更 な し 

長 さ mm 4059 ＊6 

厚 さ＊7 mm 4.15 ( 4.15 ＊6) 

材
料 

ボ デ ィ＊ 8 ― SUS304L 

ベ ー ス＊ 8 ― SCS19A 

個 数 ― 137 

注記＊1：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（残留熱除去系）及び非常用炉心冷却設備

その他原子炉注水設備（高圧炉心スプレイ系，低圧炉心スプレイ系，高圧原子炉代替

注水系，原子炉隔離時冷却系，低圧原子炉代替注水系，残留熱除去系，ほう酸水注入

系），計測制御系統施設のうちほう酸水注入設備（ほう酸水注入系）並びに原子炉格

納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（残留熱代替

除去系，高圧原子炉代替注水系，低圧原子炉代替注水系，ほう酸水注入系）と兼用 

＊2：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，平成 16年 7月 1

日付け電原運第 24号にて届出した工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-1「炉心シュラウドの

応力計算書」による。 

＊3：重大事故等時における使用時の値 

＊4：運転状態Ⅲにおける値 

＊5：運転状態Ⅳにおける値 

＊6：公称値を示す。 

＊7：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月 25

日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-2-2-3(2)e「制御棒

案内管の応力計算書」による。 

＊8：記載の適正化を行う。既工事計画書には「材料」と記載。 
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7. 原子炉圧力容器に係る次の事項 

(1) 原子炉圧力容器本体の名称，種類，最高使用圧力，最高使用温度，主要寸法，材料及び個

数並びに監視試験片の種類，初装荷個数及び取付箇所 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 原子炉圧力容器 原子炉圧力容器＊1 

種 類 ― たて置円筒形 変 更 な し 

最 高 使 用 圧 力 MPa 8.62＊2 
変 更 な し 

8.98＊3 

最 高 使 用 温 度 ℃ 302 
変 更 な し 

304＊3 

主

要

寸

法 

胴 内 径＊4 mm 
5587 ＊5 

（母材内径） 

変 更 な し 

高 さ＊6 mm 21094 ＊5，＊7 

上 鏡 内 半 径＊8 mm 2855 ＊5 

下 鏡 内 半 径＊8 mm 
2793.5 ＊5 

（母材内径） 

厚

さ 

円 筒 胴 mm 137 ＊7( 137 ＊5) 

上 鏡 mm 90 ＊7( 90 ＊5) 

下 鏡 mm 143 ＊7( 143 ＊5) 

管

台

・

ノ

ズ

ル

セ

ー

フ

エ

ン

ド 

再循環水出口

ノズル(N1) 

管 台 内 径 mm 467 ＊5 

管 台 厚 さ mm 28 ( 31 ＊5) 

ノズルセーフエンド内径 mm 458.5 ＊5 

ノズルセーフエンド厚さ mm 32.1 ( 32.25 ＊5) 

再循環水入口

ノズル ( N 2 ) 

管 台 内 径 mm 299 ＊5 

管 台 厚 さ mm 26 ( 29 ＊5) 

ノズルセーフエンド内径 mm 235.2 ＊5 

ノズルセーフエンド厚さ mm 15.95 ( 16.1 ＊5) 

主蒸気ノズル

(N3)  

管 台 内 径 mm 550 ＊5 

管 台 厚 さ mm 34 ( 37 ＊5) 

ノズルセーフエンド内径 mm 550.7 ＊5 

ノズルセーフエンド厚さ mm 29.3 ( 29.45 ＊5) 

給 水 ノ ズ ル

(N4) 

管 台 内 径 mm 320 ＊5 

管 台 厚 さ mm 25 ( 28 ＊5) 

ノズルセーフエンド内径 mm 280.8 ＊5 

ノズルセーフエンド厚さ mm 18.7 ( 18.85 ＊5) 

 ＊7, 
＊8 

＊9 
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（つづき） 

 変 更 前 変 更 後 

主

要

寸

法 

管

台

・

ノ

ズ

ル

セ

ー

フ

エ

ン

ド 

低圧炉心スプ

レ イ ノ ズ ル

(N5) 

管 台 内 径 mm 289 ＊5 

変 更 な し 

管 台 厚 さ mm 32 ( 35 ＊5) 

ノズルセーフエンド内径 mm 235.2 ＊5 

ノズルセーフエンド厚さ mm 15.95 ( 16.1 ＊5) 

低圧注水ノズ

ル(N6) 

管 台 内 径 mm 235 ＊5 

管 台 厚 さ mm 26 ( 29 ＊5) 

ノズルセーフエンド内径 mm 235.2 ＊5 

ノズルセーフエンド厚さ mm 15.95 ( 16.1 ＊5) 

上ぶたスプレ

イノズル(N7) 

管 台 内 径 mm 148 ＊5 

管 台 厚 さ mm 22 ( 25 ＊5) 

計測及びベン

トノズル(N8) 

管 台 内 径 mm 92.1 ＊5 

管 台 厚 さ mm 
14.45  

( 17.95 ＊5) 

ジェットポン

プ計測ノズル

(N9) 

管 台 内 径 mm 107.5 ＊5 

管 台 厚 さ mm 15 ( 18 ＊5) 

ほう酸水注入

及び炉心差圧

計 測 ノ ズ ル

(N11) 

管 台 内 径 mm 49.2 ＊5 

管 台 厚 さ mm 5.3 ( 5.65 ＊5) 

ノズルセーフエンド内径 mm 50.3 ＊5 

ノズルセーフエンド厚さ mm 4.95 ( 5.1 ＊5) 

計 測 ノ ズ ル 

(N12，N13) 

管 台 内 径 mm 25 ＊5 

管 台 厚 さ mm 16.9 ( 16.95 ＊5) 

ノズルセーフエンド内径 mm 27.7 ＊5 

ノズルセーフエンド厚さ mm 10 ( 10.15 ＊5) 

計 測 ノ ズ ル

(N14) 

管 台 内 径 mm 49.5 ＊5 

管 台 厚 さ mm 13.45 ( 13.5 ＊5) 

ノズルセーフエンド内径 mm 50.3 ＊5 

ノズルセーフエンド厚さ mm 4.95 ( 5.1 ＊5) 

ドレンノズル 

(N15) 

管 台 内 径 mm 43.7 ＊5 

管 台 厚 さ mm 
10.65  

( 11.65 ＊5) 

ノズルセーフエンド内径 mm 45 ＊5 

ノズルセーフエンド厚さ mm 7.6 ( 8.75 ＊5) 

＊7, 
＊8 
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（つづき） 

 変 更 前 変 更 後 

主

要

寸

法 

管
台
・
ノ
ズ
ル
セ
ー
フ
エ
ン
ド 

高圧炉心ス

プレイノズ

ル(N16) 

管 台 内 径 mm 289 ＊5 

変 更 な し 

管 台 厚 さ mm 32 ( 35 ＊5) 

ノズルセーフエンド内径 mm 235.2 ＊5 

ノズルセーフエンド厚さ mm 15.95 ( 16.1 ＊5) 

予備ノズル 

(N18) 

管 台 内 径 mm 148 ＊5 

管 台 厚 さ mm 22 ( 25 ＊5) 

スタッドボルト＊7 
呼 び 径 

ナ ッ ト 側 mm 146.05   

埋め込み側 ― M150   

本 数 ― 76   

内張り厚さ＊7，＊10 
円 筒 部 mm 4   

下 鏡 部 mm 8.5   

材

料 

円 筒 胴 ― SQV2A 

上 鏡 ― SQV2A 

下 鏡 ― SFVQ1A 

上 ぶ た フ ラ ン ジ ― SFVQ1A 

胴 体 フ ラ ン ジ ― SFVQ1A 

管 台＊11 ― 

SFVQ1A， 

SFVC2B， 

NCF600-B 

ノ ズ ル セ ー フ エ ン ド＊12 ― SFVC2B，SUSF316 

ス タ ッ ド ボ ル ト ， ナ ッ ト ― 
SNB24-3， 

SNB24-4 

内 張 り 材＊13 ― 

ステンレス鋼，高

ニッケル合金（下

鏡のみ） 

個 数＊7 ― 1 

監 視 試 験 片＊7 

種 類 ― カプセル型   

初 装 荷 個 数 ― 3 組 

取 付 箇 所 ― 

原子炉圧力容器

内面  

（炉心領域）   

 

＊7, 
＊8 
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注記＊1 ：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（残留熱除去系）及び非常用炉心冷却設

備その他原子炉注水設備（高圧炉心スプレイ系，低圧炉心スプレイ系，高圧原子炉

代替注水系，原子炉隔離時冷却系，低圧原子炉代替注水系，残留熱除去系，ほう酸

水注入系），計測制御系統施設のうちほう酸水注入設備（ほう酸水注入系）並びに原

子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（残

留熱代替除去系，高圧原子炉代替注水系，低圧原子炉代替注水系，ほう酸水注入

系）と兼用 

＊2 ：ＳＩ単位に換算したものである。 

＊3 ：重大事故等時における使用時の値 

＊4 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「円筒胴内径」と記載 

＊5 ：公称値を示す。 

＊6 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「全高 21856（ベントノズル端よりスカー

ト下まで）」と記載 

＊7 ：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 

＊8 ：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月

25日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-1「原子炉圧

力容器の強度計算書」による。 

＊9 ：記載の適正化を行う。既工事計画書には「板厚」と記載 

＊10：記載の適正化を行う。既工事計画書には「クラッド厚さ」と記載 

＊11：記載の適正化を行う。既工事計画書には「ノズル」と記載 

＊12：記載の適正化を行う。既工事計画書には「セイフエンド」と記載 

＊13：記載の適正化を行う。既工事計画書には「クラッド材」と記載 
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(2) 原子炉圧力容器支持構造物に係る次の事項 

イ 支持構造物の名称，種類，最高使用温度，主要寸法，材料及び個数 

 変 更 前 変更後 

名 称＊1 原子炉圧力容器支持スカート 

変更なし 

種 類＊ 3 ― 円筒形 

最  高  使  用  温  度＊ 1 ℃ 302 

主

要

寸

法 

内 径 ＊ 3 mm 5342 ＊2 

厚 さ ＊ 3 mm 87 ( 87 ＊2) 

高 さ ＊ 3 mm 2019 ＊2 

材             料＊1 ― SQV2A 

個 数＊3 ― 1 

注記＊1：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月

25日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-1-5（2）

「原子炉圧力容器支持スカートの応力計算書」による。 

＊2：公称値を示す。 

＊3：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 

 

  

ロ 基礎ボルトの名称，種類，最高使用温度，主要寸法，材料及び個数 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 原子炉圧力容器基礎ボルト 

変 更 な し 

種 類 ― 埋込型 

最 高 使 用 温 度＊1 ℃ 171 

主
要
寸
法 

呼 び 径 ― M60   

全 長 mm 1285 ＊2 

材 料 ― SNCM439 

個 数 ― 72 

注記＊1：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 59年 9月

17日付け 59資庁第 8283号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-2-3-1「原子炉

圧力容器基礎ボルトの耐震性についての計算書」による。 

＊2：公称値を示す。 
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(3) 原子炉圧力容器付属構造物に係る次の事項 

イ 原子炉圧力容器スタビライザの名称，種類，最高使用温度，主要寸法，材料及び個数 

 変 更 前 変更後 

名 称 原子炉圧力容器スタビライザ 

変更 

なし 

種 類 ― 皿ばね支持形 

最 高 使 用 温 度＊1 ℃ 302 

主
要
寸
法 

ロ ッ ド （ 呼 び 径 ） ― M110× 6   

ブ ラ ケ ッ ト 厚 さ mm 100 ＊1( 100 ＊2)， 50 ＊3( 50 ＊2)  

ブ ラ ケ ッ ト 高 さ＊1 mm 480 ＊2  

材

料 

ヨ ー ク ― SF50A  

ロ ッ ド ― SNCM439  

ブ ラ ケ ッ ト＊1 ― SM50A  

個 数 ― 8 

注記＊1：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月

25日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-3-1「原子炉

圧力容器スタビライザの応力計算書」による。 

＊2：公称値を示す。 

＊3：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 
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ロ 原子炉格納容器スタビライザの名称，種類，最高使用温度，主要寸法，材料及び個数 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 原子炉格納容器スタビライザ 

変 更 な し 

種 類 ― 鋼管形 

最 高 使 用 温 度＊1 ℃ 171 

主

要

寸

法 

管 外 径 mm 406.4 ＊2  

管 厚 さ＊3 mm 50.0 ＊4( 50.0 ＊2)  

ガ セ ッ ト プ レ ー ト 

厚 さ＊1 
mm 50 ( 50 ＊2)  

内 側 メ イ ル シ ヤ ラ グ 

厚 さ＊4 
mm 100 ( 100 ＊2)  

材

料 

パ イ プ ― STS42  

ガ セ ッ ト プ レ ー ト ― SM41B  

内 側 メ イ ル シ ヤ ラ グ＊4 ― SGV49  

個 数 ― 16 

注記＊1：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 59年 9月 17

日付け 59資庁第 8283号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-1「原子炉格納

容器スタビライザの強度計算書」による。 

＊2：公称値を示す。 

＊3：記載の適正化を行う。既工事計画書には「厚さ」と記載 

＊4：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 
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ハ 中性子束計測ハウジングの名称，種類，最高使用圧力，最高使用温度，主要寸法，材料

及び個数 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 原子炉中性子計装ハウジング 

変 更 な し 

種 類 ― 円筒形 

最 高 使 用 圧 力 MPa 8.62＊1 

最 高 使 用 温 度 ℃ 302 

主
要
寸
法 

全 長＊2 mm 4376＊3 

外 径 （ 貫 通 部 ） mm 50.4＊3 

厚 さ＊4 mm 5.5 ( 6.2 ＊3) 

材 料 ― SUS316TP，SUSF316 

個 数 ― 43 

注記＊1：ＳＩ単位に換算したものである。 

＊2：記載の適正化を行う。既工事計画書には「長さ」と記載 

＊3：公称値を示す。 

＊4：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月

25日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-1-7「原子

炉中性子計装孔の応力計算書」による。 
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ニ 制御棒駆動機構ハウジングの名称，種類，最高使用圧力，最高使用温度，主要寸法，材

料及び個数 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 制御棒駆動機構ハウジング 

変 更 な し 

種 類 ― 円筒形 

最 高 使 用 圧 力 MPa 8.62＊1 

最 高 使 用 温 度 ℃ 302 

主
要
寸
法 

全 長＊2 mm 4445＊3 

外 径 （ 貫 通 部 ） mm 152.1＊3 

厚 さ＊4 mm 13.2 ( 14.35 ＊3) 

材 料 ― SUSF316(M)，SUSF316 

個 数 ― 137 

注記＊1：ＳＩ単位に換算したものである。 

＊2：記載の適正化を行う。既工事計画書には「長さ」と記載 

＊3：公称値を示す。 

＊4：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月

25日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-1-6「制御

棒貫通孔の応力計算書」による。 
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ホ 制御棒駆動機構ハウジング支持金具の名称，種類，最高使用温度，主要寸法，材料及び

個数 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 
制御棒駆動機構ハウジング支

持金具 

変 更 な し 

種 類 ― 皿ばね支持形 

最 高 使 用 温 度＊1 ℃ 171 

主

要

寸

法 

サ ポ ー ト ビ ー ム 長 さ＊2 

（ 最 長 ビ ー ム ） 
mm 4780 ＊3  

サ ポ ー ト ビ ー ム 幅＊1 mm 115 ＊3  

サ ポ ー ト ビ ー ム 厚 さ＊1 mm 70 ( 70 ＊3)， 90 ( 90 ＊3)  

吊 り 棒 外 径＊1 mm 44 ＊3  

グ リ ッ ド プ レ ー ト 幅＊1 mm 150 ＊3  

グ リ ッ ド プ レ ー ト 厚 さ＊1 mm 25 ( 25 ＊3)  

サ ポ ー ト ブ ロ ッ ク １ 幅＊1 mm 136 ＊3  

サ ポ ー ト ブ ロ ッ ク ２ 幅＊1 mm 136 ＊3  

レ ス ト レ ン ト ビ ー ム 幅＊1 mm 250 ＊3  

レ ス ト レ ン ト ビ ー ム 高 さ＊1 mm 250 ＊3  

レ ス ト レ ン ト ビ ー ム 厚 さ＊1 mm 9 ( 9 ＊3)， 14 ( 14 ＊3)  

材

料 

レ ス ト レ ン ト ビ ー ム＊4 ― SS41  

サ ポ ー ト ビ ー ム＊4 ― SM41A，STS42  

吊 り 棒 ― S30C  

グ リ ッ ド プ レ ー ト＊1 ― SPV50  

サ ポ ー ト ブ ロ ッ ク＊1 ― SPV50，STS49  

個 数 ― 1式 

注記＊1：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月

25日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-2-2-11「制御棒

駆動機構ハウジング支持金具の耐震性についての計算書」による。 

＊2：記載の適正化を行う。既工事計画書には「長さ」と記載 

＊3：公称値を示す。 

＊4：記載の適正化を行う。既工事計画書には「ビーム類」と記載 
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ト ジェットポンプ計測管貫通部シールの名称，種類，最高使用圧力，最高使用温度，主要

寸法，材料及び個数 

 変 更 前 変更後 

名 称 ジェットポンプ計測配管貫通部シール 

変更なし 

種 類 ― 円筒形 

最 高 使 用 圧 力 MPa 8.62＊1 

最 高 使 用 温 度 ℃ 302 

主
要
寸
法 

全 長＊2 mm 346＊3 

外 径 mm 143.5＊3 

厚 さ mm 23 ＊4( 23 ＊3) 

材 料 ― SUSF316 

個 数 ― 2 

注記＊1：ＳＩ単位に換算したものである。 

＊2：記載の適正化を行う。既工事計画書には「長さ」と記載 

＊3：公称値を示す。 

＊4：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月

25日付け資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-3-2「ジェット

ポンプ計測配管貫通部シールの基本板厚計算書」による。 
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チ 差圧検出・ほう酸水注入配管の名称，種類，最高使用圧力，最高使用温度，主要寸法，

材料及び個数 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 

差圧検出・ほう酸水注入

系配管 

（ティーより N11 ノズル

までの外管） 

差圧検出・ほう酸水注入

系配管 

（ティーより N11 ノズル

までの外管）＊1 

種 類 ― 管形 変 更 な し 

最 高 使 用 圧 力＊2 MPa 8.62＊3 
変 更 な し 

8.98＊4 

最 高 使 用 温 度＊2 ℃ 302 
変 更 な し 

304＊4 

主

要

寸

法 

外 径 mm 60.3 ＊5（差圧検出管） 

変 更 な し 厚 さ mm 
5.54 ＊6( 5.54 ＊5) 

（差圧検出管） 

材 料 ― SUS316LTP（差圧検出管） 

個 数 ― 1 

注記＊1：原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（ほう酸水注

入系），計測制御系統施設のうちほう酸水注入設備（ほう酸水注入系）及び原子炉

格納施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（ほう酸

水注入系）と兼用 

＊2：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月

25日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-3-5「差圧

検出・ほう酸水注入系配管（ティーより N11ノズルまでの外管）の応力計算書」に

よる。 

＊3：ＳＩ単位に換算したものである。 

＊4：重大事故等時における使用時の値 

＊5：公称値を示す。 

＊6：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 
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(4) 原子炉圧力容器内部構造物に係る次の事項 

イ 蒸気乾燥器の蒸気乾燥器ユニット及び蒸気乾燥器ハウジングの名称，種類，主要寸法，

材料及び個数 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 蒸気乾燥器ユニット 

変 更 な し 

種 類 ― 平行波板形 

主 要 寸 法 高 さ mm 1943 ＊ 

材 料 ― SUS304L 

個 数 ― 18 

注記＊：公称値を示す。 

 

 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 蒸気乾燥器ハウジング 

変 更 な し 

種 類 ― 円筒形 

主

要

寸

法 

外 径 mm 5404 ＊1 

高 さ mm 

2257 ＊1（乾燥器本体部）， 

2731 ＊1,＊2（スカート部（サ

ポートリングを含む。）） 

サ ポ ー ト リ ン グ 

厚 さ＊3 
mm 76.2 ( 76.2 ＊1) 

材 料 ― SUS304L 

個 数 ― 1 

注記＊1：公称値を示す。 

＊2：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月

25日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類第 4-4-2図「蒸気

乾燥器構造図」による。 

＊3：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 
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ロ 気水分離器及びスタンドパイプの名称，種類，主要寸法，材料及び個数 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 気水分離器 

変 更 な し 

種 類 ― たて形軸流遠心式 

主
要
寸
法 

外 径 mm 324 ＊1 

厚 さ＊2 mm 3.2 ( 3.2 ＊1) 

材

料 
イ ン ナ ー チ ュ ー ブ ― SUS304L 

個 数 ― 163 

注記＊1：公称値を示す。 

＊2：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 

 

 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 スタンドパイプ 

変 更 な し 

種 類 ― 円筒形 

主

要

寸

法 

外 径 mm 168.3 ＊1 

厚 さ＊2 mm 7.11 ( 7.11 ＊1) 

材 料 ― SUS304LTP 

個 数 ― 163 

注記＊1：公称値を示す。 

＊2：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月

25日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-2-4「気水

分離器及びスタンドパイプの応力計算書」による。 
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ハ シュラウドヘッドの名称，種類，主要寸法，材料及び個数 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 シュラウドヘッド 

変 更 な し 

種 類 ― さら形 

主

要

寸

法 

フ ラ ン ジ 外 径 mm 4813 ＊1 

高 さ＊2 mm 

5124 ＊ 1（気水分離器及

びスタンドパイプを含

む。） 

鏡 板 内 半 径＊3 mm 4572 ＊1 

鏡 板 厚 さ＊3 mm 50.8 ( 50.8 ＊1) 

フ ラ ン ジ 厚 さ＊3 mm 76.0 ( 76.0 ＊1) 

材 料 ― SUS304L 

個 数 ― 1 

注記＊1：公称値を示す。 

＊2：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 

＊3：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月

25日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-2-3「シュラ

ウドヘッドの応力計算書」による。 
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ニ ジェットポンプの名称，種類，主要寸法，材料及び個数 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 ジェットポンプ ジェットポンプ＊1 

種 類 ― 流体噴射駆動式 

変 更 な し 

主

要

寸

法 

ノ ズ ル 内 径 mm 28.7 ＊2 

混 合 室 内 径 mm 152.4 ＊2 

混 合 室 全 長 mm 1498 ＊2 

デ ィ フ ュ ー ザ 全 長＊3 mm 3607 ＊2 

ラ イ ザ 外 径＊4 mm 273.0 ＊2 

ラ イ ザ 厚 さ＊4 mm 7.79 ( 7.79 ＊2) 

デ ィ フ ュ ー ザ 外 径＊4 mm 452.1 ＊2 

デ ィ フ ュ ー ザ 厚 さ＊4 mm 8.9 ( 8.9 ＊2) 

材 料 ― 
SUS316L，SUS316LTP， 

SCS19A，NCF600-B 

個 数 ― 20 

注記＊1：原子炉冷却系統施設のうち残留熱除去設備（残留熱除去系）と兼用 

＊2：公称値を示す。 

＊3：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 

＊4：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月

25日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-2-7「ジェッ

トポンプの応力計算書」による。 



 

1-1-34 

 

S2
 
補
 Ⅱ

 R
0 

 

ホ スパージャ及び内部配管の名称，種類，主要寸法，材料及び個数 

 変 更 前 変 更 後 

名 称 給水スパージャ 給水スパージャ＊1 

種 類 ― ヘッダ形 

変 更 な し 

主

要

寸

法 

ヘ ッ ダ 外 径＊2 mm 168.3 ＊3 

ヘ ッ ダ 厚 さ＊4 mm 11.0 ＊5( 11.0 ＊3) 

テ ィ ー 外 径＊5 mm 219.1 ＊3 

テ ィ ー 厚 さ＊5 mm 12.7 ( 12.7 ＊3) 

材

料 

ヘ ッ ダ ― SUS316LTP 

テ ィ ー＊5 ― SUSF316L 

個 数 ― 4 

注記＊1：原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（高圧原子炉

代替注水系，原子炉隔離時冷却系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他

の安全設備の原子炉格納容器安全設備（高圧原子炉代替注水系）と兼用 

＊2：記載の適正化を行う。既工事計画書には「外径」と記載 

＊3：公称値を示す。 

＊4：記載の適正化を行う。既工事計画書には「厚さ」と記載 

＊5：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月

25日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-2-5「給水ス

パージャの応力計算書」による。 
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 変 更 前 変 更 後 

名 称 
高圧炉心スプレイス

パージャ 

高圧炉心スプレイス

パージャ＊1 

種 類 ― ヘッダ形 

変 更 な し 

主

要

寸

法 

ヘ ッ ダ 外 径＊2 mm 101.6 ＊3 

ヘ ッ ダ 厚 さ＊4 mm 5.74 ＊5（ 5.74 ＊3） 

テ ィ ー 外 径＊5 mm 141.3 ＊3 

テ ィ ー 厚 さ＊5 mm 7.0 ( 7.0 ＊3) 

材

料 

ヘ ッ ダ ― SUS316LTP 

テ ィ ー＊5 ― SUSF316L 

個 数 ― 2 

注記＊1：原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（高圧炉心ス

プレイ系）と兼用 

＊2：記載の適正化を行う。既工事計画書には「外径」と記載 

＊3：公称値を示す。 

＊4：記載の適正化を行う。既工事計画書には「厚さ」と記載 

＊5：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月 25

日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-2-6「高圧及び

低圧炉心スプレイスパージャの応力計算書」による。 
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 変 更 前 変 更 後 

名 称 
低圧炉心スプレイス

パージャ 

低圧炉心スプレイス

パージャ＊1 

種 類 ― ヘッダ形 

変 更 な し 

主

要

寸

法 

ヘ ッ ダ 外 径＊2 mm 101.6 ＊3 

ヘ ッ ダ 厚 さ＊4 mm 5.74 ＊5（ 5.74 ＊3） 

テ ィ ー 外 径＊5 mm 141.3 ＊3 

テ ィ ー 厚 さ＊5 mm 7.0 ( 7.0 ＊3) 

材

料 

ヘ ッ ダ ― SUS316LTP 

テ ィ ー＊5 ― SUSF316L 

個 数 ― 2 

注記＊1：原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧炉心ス

プレイ系）と兼用 

＊2：記載の適正化を行う。既工事計画書には「外径」と記載 

＊3：公称値を示す。 

＊4：記載の適正化を行う。既工事計画書には「厚さ」と記載 

＊5：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月 25

日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-2-6「高圧及び

低圧炉心スプレイスパージャの応力計算書」による。 
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 変 更 前 変 更 後 

名 称 
低圧注水系配管 

（原子炉圧力容器内部） 

低圧注水系配管 

（原子炉圧力容器内部）＊1 

種 類 ― 継手構造 

変 更 な し 

主

要

寸

法 

ス リ ー ブ 外 径＊2 mm 201.7 ＊3 

ス リ ー ブ 厚 さ＊2 mm 4.1 ( 4.1 ＊3) 

フ ラ ン ジ ネ ッ ク 

外 径＊4 
mm 215.9 ＊3 

フ ラ ン ジ ネ ッ ク 

厚 さ＊5 
mm 11.2 ＊2( 11.2 ＊3) 

材

料 

ス リ ー ブ ― SUS316L 

ベ ロ ー ズ ― SUS316L 

フ ラ ン ジ ネ ッ ク ― SUSF316L 

個 数 ― 3 

注記＊1：原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧原子炉

代替注水系，残留熱除去系）及び原子炉格納施設のうち圧力低減設備その他の安全

設備の原子炉格納容器安全設備（残留熱代替除去系，低圧原子炉代替注水系）と兼

用 

＊2：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月 25

日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-2-8「低圧注水

系配管（原子炉圧力容器内部）の応力計算書」による。 

＊3：公称値を示す。 

＊4：記載の適正化を行う。既工事計画書には「外径」と記載 

＊5：記載の適正化を行う。既工事計画書には「厚さ」と記載 
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 変 更 前 変 更 後 

名 称 
高圧炉心スプレイ系配管 

（原子炉圧力容器内部） 

高圧炉心スプレイ系配管 

（原子炉圧力容器内部）＊1 

種 類 ― 管形 

変 更 な し 

主

要

寸

法 

パ イ プ 外 径＊2 mm 141.3 ＊3 

パ イ プ 厚 さ＊4 mm 6.55 ＊6( 6.55 ＊3) 

ヘ ッ ダ 外 径＊5 mm 324.6 ＊3 

ヘ ッ ダ 厚 さ＊6 mm 25.4 ( 25.4 ＊3) 

材

料 

パ イ プ ― SUS316LTP 

ヘ ッ ダ＊7 ― SUS316LTP 

個 数 ― 1 

注記＊1：原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（高圧炉心ス

プレイ系）と兼用 

＊2：記載の適正化を行う。既工事計画書には「外径」と記載 

＊3：公称値を示す。 

＊4：記載の適正化を行う。既工事計画書には「厚さ」と記載 

＊5：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 

＊6：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月 25

日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-2-9「高圧及び

低圧炉心スプレイ系配管（原子炉圧力容器内部）の応力計算書」による。 

＊7：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月 25

日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類第 4-4-9図「高圧炉心

スプレイ系配管（原子炉圧力容器内部）構造図」による。 
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 変 更 前 変 更 後 

名 称 
低圧炉心スプレイ系配管 

（原子炉圧力容器内部） 

低圧炉心スプレイ系配管 

（原子炉圧力容器内部）＊1 

種 類 ― 管形 

変 更 な し 

主

要

寸

法 

パ イ プ 外 径＊2 mm 141.3 ＊3 

パ イ プ 厚 さ＊4 mm 6.55 ＊6( 6.55 ＊3) 

ヘ ッ ダ 外 径＊5 mm 324.6 ＊3 

ヘ ッ ダ 厚 さ＊6 mm 25.4 ( 25.4 ＊3) 

材

料 

パ イ プ ― SUS316LTP 

ヘ ッ ダ＊7 ― SUS316LTP 

個 数 ― 1 

注記＊1：原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧炉心ス

プレイ系）と兼用 

＊2：記載の適正化を行う。既工事計画書には「外径」と記載 

＊3：公称値を示す。 

＊4：記載の適正化を行う。既工事計画書には「厚さ」と記載 

＊5：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 

＊6：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月 25

日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類Ⅳ-3-1-2-9「高圧及び

低圧炉心スプレイ系配管（原子炉圧力容器内部）の応力計算書」による。 

＊7：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，昭和 60年 12月 25

日付け 60資庁第 11431号にて認可された工事計画の添付書類第 4-4-10図「低圧炉心

スプレイ系配管（原子炉圧力容器内部）構造図」による。 
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 変 更 前 変 更 後 

名 称 

差圧検出・ほう酸水注入

系配管 

（原子炉圧力容器内部） 

差圧検出・ほう酸水注入

系配管 

（原子炉圧力容器内部）＊1 

種 類 ― 管形 

変 更 な し 

主

要

寸

法 

外 径 mm 

33.4 ＊2（ほう酸水注入管

上部） 

33.4 ＊2（差圧検出管） 

厚 さ mm 

3.38 ＊3( 3.38 ＊2)（ほう酸

水注入管上部） 

4.55 ＊3( 4.55 ＊2)（差圧検

出管） 

材 料 ― 
SUS316LTP（ほう酸水注入

管上部）（差圧検出管） 

個 数 ― 1 

注記＊1：原子炉冷却系統施設のうち非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（ほう酸水注入

系），計測制御系統施設のうちほう酸水注入設備（ほう酸水注入系）及び原子炉格納

施設のうち圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（ほう酸水注入

系）と兼用 

＊2：公称値を示す。 

＊3：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 
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ヘ 中性子束計測案内管の名称，種類，主要寸法，材料及び個数 

 変 更 前 変更後 

名 称 原子炉中性子計装案内管 

変更 

なし 

種 類 ― 管形 

主
要
寸
法 

全 長＊1 mm 4045 ＊2 

外 径 mm 48.3 ＊2 

厚 さ＊3 mm 5.1 ( 5.1 ＊2) 

材 料 ― SUS316LTP 

個 数 ― 43 

注記＊1：記載の適正化を行う。既工事計画書には「長さ」と記載 

＊2：公称値を示す。 

＊3：既工事計画書に記載がないため記載の適正化を行う。記載内容は，設計図書による。 

 

 

 




